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第３章　部材の性質と応力度

14QH2106 
問題 

図のような支持条件及び断面で同一材質からなる柱Ａ、Ｂ、Ｃにおいて、中

心圧縮の弾性座屈荷重の理論値ＰＡ、ＰＢ、ＰＣの大小関係として、正しいも

のは、次のうちどれか。ただし、図中における寸法の単位は㎝とする。 
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  14AH2106 
解説  正答──１ 

弾性座屈荷重Ｐ kは、次式で求められる。 

Ｐ k＝
２

２π

kl
ＥＩ

 

Ｅ：ヤング係数 Ｉ：断面二次モーメント(弱軸） l k：座屈長さ 

柱Ａ、Ｂ、Ｃは座屈長さ l kが等しく、等質であるからヤング係数Ｅが等

しい。したがって、弾性座屈荷重Ｐ kの大小関係は、断面二次モーメント

Ｉの大小関係と等しい。 

《柱Ａ、Ｂ、Ｃの断面二次モーメントを求める》 

断面二次モーメントは、弱軸に関するものを求め

なければならない。 

〔柱Ａの断面二次モーメントＩＡ〕  

断面をＩA1とＩA2とに分割計算し、和を求める。 

ＩＡ＝ＩA1×２＋ＩA2 

＝
12
3010 3 ×２＋

12
1015 3  

＝
12
10540 3 ＋

12
1015 3 ＝46,250cm4 

〔柱Ｂの断面二次モーメントＩＢ〕 

断面をＩB1とＩB2とに分割計算し、和を求める。 

ＩＢ＝ＩB1×２＋ＩB2 

＝
12
2010 3 ×２＋

12
1035 3  

＝
12
10160 3 ＋

12
1035 3 ＝16,250cm4 

〔柱Ｃの断面二次モーメントＩＣ〕 

ＩＣ＝
12

2037.5 3 ＝25,000cm4 

《弾性座屈荷重ＰＡ、ＰＢ、ＰＣの大小関係を求める》
 

断面二次モーメントの大小関係は、ＩＡ＞ＩＣ＞ＩＢ。 

したがって、弾性座屈荷重Ｐ kの大小関係は、 

ＰＡ＞ＰＣ＞ＰＢ 

正答は１である。 

解　説

正答 1


